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曇
野
市

　
長
野
県
建
設
部
が
建
設
を
進
め
て
き
た
「
県

営
住
宅
ア
ル
プ
ス
団
地
７
号
棟
」
は
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ

基
準
で
新
築
さ
れ
た
初
め
て
の
県
営
住
宅
だ
。

強
化
外
皮
基
準
（
断
熱
性
能
）
を
満
た
し
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
よ
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
20
％
削
減
す
る
「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
|
Ｍ 

Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ

ｎ
ｔ
ｅ
ｄ
」
相
当
と
な
っ
て
い
る
。
外
皮
の
仕

様
は
、
屋
根
に
押
出
法
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー

ム
３
種
ｂ
Ａ
（
t

75
）、
外
壁
に
ビ
ー
ズ
法
ポ

リ
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム
４
号
（
t

60
）、
床
に

押
出
法
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム
３
種
ｂ
Ａ 

（
t

40
）、
窓
に
ア
ル
ミ
樹
脂
複
合
サ
ッ
シ
ペ
ア

ガ
ラ
ス
を
採
用
。
設
備
は
、
建
物
屋
根
に
太
陽

光
発
電
設
備
（
5
・
5
ｋ
Ｗ
相
当
）
を
設
置
し
、

電
気
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
を
導
入
。
ま
た
、

住
民
の
利
便
性
を
向
上
す
る
た
め
、
宅
配
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
た
。

　
事
業
前
の
ア
ル
プ
ス
団
地
は
、
旧
住
宅
の
全

て
で
老
朽
化
が
進
み
、
入
居
者
の
減
少
か
ら
空

き
室
も
多
く
、
管
理
上
、
防
犯
上
で
課
題
を

抱
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
県
と
安
曇
野
市
は

2
0
1
5
年
度
末
に
協
働
事
業
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
、
16
年
度
に
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

当
時
の
ア
ル
プ
ス
団
地
は
33
棟
2
1
8
戸
で
、

う
ち
1
9
6
9
～
71
年
度
の
建
設
が
31
棟

1
7
8
戸
あ
り
、老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、

こ
の
31
棟
を
解
体
し
、
16
～
23
年
度
に
か
け
て

３
階
建
て
の
団
地
５
棟
（
1
0
2
戸
）
を
新
築
。

住
戸
数
を
７
棟
1
4
2
戸
に
集
約
し
た
。
新

築
し
た
団
地
は
、
建
設
か
ら
25
年
が
経
過
し
た

後
、
市
に
移
管
さ
れ
る
。

　
全
体
事
業
費
は
約
30
億
円
。

DATA
所在地／安曇野市豊科田沢 7039-29 ほか
敷地面積／ 1690.15㎡
建物構造／鉄筋コンクリート造３階建て
建築面積／ 530.33㎡
延床面積／ 1178.94㎡
間取り／１ＬＤＫ ( 車いす対応 ) ×１戸、
　　　　２ＤＫ×６戸、２ＤＫ（Ｓ）×８戸、
　　　　３ＤＫ×３戸
省エネ性能／ＺＥＨ－Ｍ Ｏｒｉｅｎｔｅｄ相当
地域区分／４
Ｕａ値／ 0.43 ～ 0.6（Ｗ／（㎡・Ｋ））
ＢＥＩ値／ 0.8

　

７
号
棟
は
、
県
営
住
宅
プ
ラ
ン
2
0
2
1

の
「
県
営
住
宅
５
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ

い
て
居
住
環
境
の
向
上
と
適
切
な
維
持
管
理
、

住
宅
の
2
0
5
0
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
な

ど
に
向
け
、
県
営
住
宅
と
し
て
初
め
て
Ｚ
Ｅ
Ｈ

基
準
で
建
設
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
施
設
。

今
後
は
全
て
Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
で
整
備

　
県
営
住
宅
５
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
建
替
事

業
」
は
、
地
域
の
需
要
を
踏
ま
え
、
移
管
協
議

が
整
っ
た
団
地
を
県
が
建
て
替
え
る
も
の
で
、

現
在
事
業
進
行
中
の
案
件
は
ほ
か
に
、
常
盤
上

一
団
地
（
大
町
市
）、
寿
団
地
（
松
本
市
）、
み

ど
り
ヶ
丘
団
地
（
仮
称
）（
茅
野
市
）、
大
萱
団

地
（
伊
那
市
）
が
あ
る
。
県
で
は
、
22
年
度
以

降
、
新
築
す
る
県
営
住
宅
の
全
て
を
Ｚ
Ｅ
Ｈ
基

準
に
対
応
さ
せ
る
方
針
で
、
主
に
、
外
壁
・
窓

の
断
熱
化
、
高
効
率
設
備
の
導
入
な
ど
に
加
え
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
を
行
う
。

外観

屋根には太陽光発電設備を設置

玄関

洋室の壁に県産材を使用

和室

建て替え前のアルプス団地

ZEH基準で建設した初めての県営住宅


